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モ
ス
ク
ワ
入
り
の
夜
の
花
火

目”

去

る九月一一一
自の
夜、
私
は
モ
ス
ク
ワ
に
い

た。
日

本大一使
円
邸での

招官のの
ち、

＋年前

とまっ
た
く
変わ
らぬ
組米

な必仰の

「科伊ア

刀デ
ミ
l・
ホ
テル」
に
民っ
て、

九円
聞の
モ

ス
ク
ワ
柿
在の
忙
しいス
ケ
ジュ
ール
もこれ
で

終わっ
た
と一
息つ
い
たの
だが、
その
加棋の
モ

ス
ク
ワ
は、
どこ
h湾く
快
や
い
だ
雰
閥気
で
あ

っ
た。

逢際に
聞
を
穿
雲、

績の
警
に

事謹ヨF-.-宅，E．． 

園田園F－句，ー土曜日

花
火が
あがっ
てい
る。
一
体、
今
後
は

担当

予戸尋ね
ると、
それ
は日
本が
ミス
l

リ勾鰭

よ
で

降伏文書
に
署
し
た白
か
ら四
高
年自

の
お
祝い
だ
とのこ
・乙
で
あっ
た。

この

ような光景
に接
し
て、
も
とよ
杓私
は

心中複雑な感
慨に
と
らわ
れ
たが、
翌
朝の
タ

ス
通俗
は、
ちょ
三
乙
そ

の夜に、
ソ

泌共郎党

の
ア
リエ
フ
政

治局貝か
在
ソ

申回大使館
に招

かれ、
一

時間以上
も歓
談
レ
た
と
報
じ
て
い

た。しか
も
その
間畿
は、
「
政

治川員派郷一
副

首相」
なの
で
あっ
て、
今
日の
ク
レム
リン
で

中

ソ聞係
や中

朝関係に
大

きな影

傷力をもっ

ア
υエ

フ民が

ソ温共属党行
脳の
同
宿
で、
中

開側牛Cもに

対四職嘗＋周年
そ
祝っ
てい

た
とい

う新事央に
は注
目

せざるが却ない
だ

るつ。
MU九
月三
日の

午後、

私が
会っ

た旧知の

チ
フ
ヴィ
ン
ス
キ
l

外交争
防授
は、
ソ巡
の中

間淀川津近
し
ず議一
人ア
カデ
ミー
正
会
民

である
ば
か
りか、
かつ
て
は中
ソ
間
嶋会
拙酬の

商もつ
・とめ、

警
は

ソ中事実的議

とレ
て中

ソ関係の
改笹

に鑑裂な役削そ
負つ
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てい

る大御

所だが、
般
近の
中ソ
関係
につ
い

て、
「い
よい

よ党案との

潔曜か
日
胞

にの
ぼ
るの
で
はない
か」
との
私の
質問
に
た

い
レ、

「些九ちに
とっ
て
は
党
も
政
府
も
な

い。

詮

ち窒
民、

ソ業箆の
代
必
なの

で
す」

とぢ手」い
た
こ
と
が
印
象
的
で
あっ

た
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一
連
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
人
事

その
側副、
ソ

巡科学ア
カデ
ミ
ーの
アメ
リ

カト
カ
ナダ
研
勾耐

乏綜絞し
た
ときに
は、
こ

東
京
外
大
教
授

ホゆるやかな同盟、に変容ヘ

れ

も山知のル
lキ
ン
傾梨

政品川以
泌が、
この

十
月に、

同研究所の
アルパ
l
ト

フ所長舟E

も
に
中
凶の

同開凶係研究所の

招待で
初
めて

初中する

手とを、
い
か
に
も臨し
げ
に
綴っ
て

い
た。ゴルバ
チョ
フ
傷
記録の
過
般の
『
タイム』

総
との
イン
タ
ビュ
ーに
も
アルパ
l
ト

フ所長

が
同
府
レてい
たこ
と

にも示され

るように、

諮失責
でも

ある刷所援
は、
対
米政策
に

かん
レ

ず必然と
し
て
ク
レム
リ
ンの
ブ
レーン

悦をつ
舟｝
めてい

る人物である
だ
けに、
この

室

事者

同努
米中
ソ
慰
霊
映
す

る
もの
とレ
T
注
目
され
ね

ばなるまい。

ソ

迎科学ア
刀
デミlの

数多くの
研
究所
の

な
か
でも、
ジ
迎の
アテ
ア
政策
に

套言語

。
篭っ
てい
るの
は、

機器
汚

間際礎

研究所と何点
研
容附
で
あ
る。
こ
れ
に
比
し

て、

烈昨牧市附究
所

や社会科舘学術情報
研
究

中
嶋

嶺

雄
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モ
ス
ク
ワ
｜
平
塘

｜北
京

今
回の
肪
ソ
に
よっ
互の

仰た印象は、
も

と
ぷ
り
従来か
らの
私
の中
ソ

和解説

を改めて

暗闇同さ
せ
たりれ
ども、
い
まや
中ソ
関係の
み

な
らず、
モス
ク

ワl＊・

峨1北
京の
あい
だ
に

も、
さら

に将来的
に
はハ
ノ
イとの
あい
だ
に

も
「ゆ
る
や
か
な

同胤附径
が

形感己れつ
つ

ある
忽
とい
え
まJ。

中
凶内
政

の変化に
伴っ
て、

中川側の対ソ

部摘が
総本
的

に変わ
り、
ソ
辿

を敵似する
戦

略か

ら大をく
転じ
てい
る－
Eが、
こ

のさつ

な
「ゆ
るや
かな
同開
削係L

そ可能
に
しつ
つ

多＠の
で
多＠。

臓時
的
次一元

で見る芯
らば、
ア
メ
リ
刀の
S

．
D
I
の
開
発、

朝鮮半
島の
将来
m松、
ソ
迎
S

sm
の
極東
配
備、
将来の
シベ
リ
ア
開
発、
そ

し
て臼
本の
GN
P一
%
枠問
閣
や、
い
わ
ゆる

「日
本

軍国主
袋」
批判
にか
んし、
これ
らユ

F

j

dd
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ー
ラ
シ

ア社童

手同か
同一
の
蔀
に
立
ち

つ
つ
あるこ
と
を、
私
盟
国
改め
語
録せ
ざ

る
を
拘なかっ
た。

ゴ
ルバ
チョ

フ体制鈴

足以来半年の
足
取
り

務認
視
し、

申£～、
ソ
迎
社会の
硬
必し
たシ
ス

テム
を知

れば知
るほ
ど、
ソ
迎
はい

ま大きな

笈容
期
に
さしか
かっ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る。
今
日、
ソ
速
で
は
e
非プ
レグ
ホ
フ
化e
が

明
らか
に
湖捗
しつ
つ
あ
り、
それ
だ
りに
ア
ン

ドロ
ポ
フ
時代へ
の
紳
価

はきわ
めて
高い。
そ

レ
てゴ
ルバ
チョ
フ
体
制の
祭的
弱点
は、

リー
ダ
ー
シッ
プ
が

大空諮っ
て
い
る－
E

で
あ
り、

彼ら
に
は＋

分な叫附が
あるこ
と
で

ある。いか
にゴ
ルバ
チョ

フ側人がスマ
ー
ト
明主

く
て
も、
ソ
巡とい

司ぷ枠制
は動
かせ
る
もの
で

ない、
と
タカ
をく
くっ
て
い
る
と
す
る
な
ら

ば、
その
代価
は日
本
外
交
に
とっ
て
も、
きわ

めて
犬
きい
もの
にな
り
は
レ
ない
だ
ろ
う
か。
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